
 

 

 
総合企画部 広報室 
〒802-8701 北九州市小倉北区堺町 1丁目 1番 10 号 TEL.093-513-5367 FAX.093-513-6655 http://www.kitakyushubank.co.jp/

２０１９年１０月２５日 

各 位 

 

株式会社 北 九 州 銀 行 

 

「第９回 北九州銀行杯 小中学生 イングリッシュコンテスト」の開催について 

 
北九州銀行（頭取 嘉藤 晃玉）は、地元の小中学生の英語への関心を高め、国際社会で活

躍する人材の育成を目的として、「第９回 北九州銀行杯 小中学生 イングリッシュコンテス

ト」を下記のとおり開催しますので、お知らせいたします。 

 

記 

 

【日 時】 ２０１９年１２月１４日（土）１３時開始（１２時３０分受付開始） 

【会 場】 北九州銀行本店（北九州市小倉北区堺町１丁目１－３０） 

【主 催】 北九州銀行 

【共 催】 毎日新聞社 

【表 彰】  最優秀賞    １名（副賞：スターフライヤー国内線往復航空券ペア１組） 

審査員賞   １名（副賞：ＪＴＢ旅行券５万円分） 

      各グループ  １位から３位（副賞：図書カード） 

      参加賞    参加者全員 

【後 援】 北九州市教育委員会はじめ福岡市、直方市、宗像市、新宮町、行橋市、久留米 

大分市、苅田町、飯塚市、筑紫野市、中津市、福津市の各教育委員会 

【協 賛】 株式会社 スターフライヤー 

株式会社 ＪＴＢ 北九州支店 

      株式会社 井筒屋 

      シャボン玉石けん 株式会社 

【運 営】 株式会社 アウルズ 

【詳 細】 別紙チラシをご参照ください。 

 

北九州銀行は、イングリッシュコンテストを通じて、グローバル化が進む日本の未来を担

う小・中学生を応援し、ＳＤＧｓ第４の目標「質の高い教育をみんなに」の達成を目指して

まいります。 

以 上 

 

【本件に関するお問合せ先】 

営業統括部  地域開発支援グループ 坂口
さかぐち

 ＴＥＬ（０９３）５１３-５３７１  

 



応募者全員に
予選審査結果の
詳細を個別に
ご案内します！

●主催／株式会社北九州銀行　●共催／毎日新聞社 西部本社
●後援／北九州市教育委員会、福岡市教育委員会、直方市教育委員会、宗像市教育委員会、新宮町教育委員会、行橋市教育委員会、久留米市教育委員会、
　　　　大分市教育委員会、苅田町教育委員会、飯塚市教育委員会、筑紫野市教育委員会、中津市教育委員会、福津市教育委員会
●協賛／株式会社井筒屋、シャボン玉石けん株式会社、株式会社JTB 北九州支店、株式会社スターフライヤー　●企画・運営／株式会社アウルズ

2019年12月14日■土
◎会　　場／北九州銀行本店（北九州市小倉北区堺町1丁目1-10）
◎審査項目／予選に準ずる   
　　　　　　　※発表後に審査員と英語での質疑応答があります。（審査対象外）
◎表　　彰／最優秀賞1名（賞状・カップ/副賞）、審査員賞1名（賞状・カップ/副賞）
　　　　　　各グループ1位から3位（賞状・盾/副賞）

【応募資格】

【課　　題】

お問い合わせ
および応募先

北九州銀行本支店のある市町および近郊在住の小中学生
※英語暗唱部門については帰国子女および母語が英語の方は対象外
とさせて頂きます。
●グループA（英語暗誦部門） 小学1・2・3年生対象
課題  "Mercury and the Workmen"もしくは 
　　　"The Lion and the Mouse"
●グループB（英語暗誦部門） 小学4・5・6年生対象
課題  "Jose Mujica, President of Uruguay"もしくは 
　　　"The Star-money"
定員　Aグループ、Bグループ各10名　合計20名
●グループC（英語スピーチ部門） 中学生対象
テーマ　「SDGs（持続可能な開発目標）17の目標を考える」
制限時間3分／定員  10名
発表する生徒が作成した英語スピーチならびにプレゼン資料とします。
本選では原則プロジェクターを用いてプレゼンテーションを行って
ください。なお、原稿の著作権はコンテスト主催者に帰属します。
北九州銀行杯 小中学生 イングリッシュコンテスト事務局
〒802-0001 北九州市小倉北区米町1-3-10 一宮ビル7階　
株式会社アウルズ内 担当：高岡・松村
TEL : 093-522-1699   Email : kkbc@owlsone.co.jp 

応募要項
11月15日（金）17:00
小中学生イングリッシュコンテスト事務局の特設サイト
http://www.owlsone.co.jp/kkbc/からご応募願います。

11月18日（月）17:00
応募者HPよりアップロード願います。
中学生のスピーチは原稿もアップロード願います。
発音､イントネーション、表現力、
内容（英語スピーチ部門）の各分野
11月25日（月）10:00
http://www.owlsone.co.jp/kkbc/に掲載

◎ 応 募 締 切 ／

◎音声データ締切／

◎ 審 査 項 目 ／

◎予選通過発表日／

13:00～

※ウェブ上での申込が出来ない方は、
事務局（TEL093-522-1699㈱アウルズ）までご連絡ください。

予選

本選

English Contest

※北九州空港の発着便が対象です。
ご搭乗期間等に条件がございます。
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